
「地域 と育む未来医療人 『なごやかモデル』」活動報告(1)

－看護学部 ・看護学研究科学生 の履修 とその成果 －

名古屋市立大学看護学部

明 石 恵 子,土 井 愛 美,山 口 知香枝

医療系学部 ・研究科連携教育委員会

Ｉ.「 な ごや か モデ ル」 の概 要

1.目 的

「地域 と育む未来医療人 『なごやかモデル』」(以 下

「なごやかモデル」)1)は、名古屋市立大学 ・名古屋学院

大学 ・名古屋工業大学の連携によるプロジェク トであり、

文部科学省の平成25年 度 「未来医療研究人材養成拠点形

成事業 【テーマＢ】 リサーチマイ ンドを持 った総合診療

医の養成」の一つとして選定された。

「なごやかモデル」の目的は、介護の必要な高齢者の

急増と地域の活力低下が懸念されるなかで、住み慣れた

土地で、豊かに老いを迎え、その人 らしく最期ま

で暮 らす こと(aging in place : AIP)の できる

社会づ くりを支える医療人材の育成である。具体

的には、学生や若い医療人と共に、地域と大学の

信頼関係を構築 し、住民交流や健康に関する啓発

活動、地域の多職種との連携による在宅医療研修、

医療福祉人材資源の活性化(キ ャリア支援)の た

めの顔の見える関係づ くりなどを進める。この過

程の中で、AIPの ための街づ くりとそのための人

材育成を相互発展的に連動させることを目指 して

いる(図1)。

2.人 材 育 成 プ ログ ラ ム

「なごやかモデル」では、学部生、研修医、大

学院生を対象とする5つ の教育プログラム(表1

)と キャリア支援として在宅医療促進

のための多職種連携研修会が展開され

た。

3.指 導 体 制

名古屋市立大学医学部 ・薬学部 ・看

護学部 ・附属病院、名古屋学院大学 リ

ハ ビリテーション学部 ・経済学部、名

古屋工業大学大学院工学研究科の教職

員、地域中核病院の医療専門職者、訪

問診療 ・訪問看護の実施者、地域包括

ケ ア に関 わ る行 政 職 、 ボ ラ ンテ ィア グル ー プ やNPOな

ど、 地 域 の 保 健 医療 福 祉 を担 う さ ま ざ ま な人 々 が 教 育 ・

指 導 に参 加 した 。 また 、 名 古 屋 市 立 大 学 に は、 医 療 系 学

部 ・研 究 科 連 携 教 育 委 員 会(Allied Medical Education 

Committee : AMEC)が 設 置 さ れ て お り、 学 部 生 と大

学 院 生 の 教 育 プ ロ グ ラ ムの 立 案 ・実 施 ・評 価 を 行 って い

る。

4.実 践 フ ィ ー ル ド

「な ごや か モ デ ル 」 の 実 践 フ ィ ール ドと して 、 名 古 屋

図1 地域と育む未来医療人 「なごやかモデル」プロジェク ト

の特徴

表1 地域と育む未来医療人 「なごやかモデル」教育プログラム
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市 緑 区 鳴 子 町 に名 古 屋 市 立 大 学 コ ミュ ニ テ ィ・ヘ ル ス ケ

ア教 育 研 究 セ ン ター(以 下 、CHCセ ンタ ー)が 設 置 さ

れ た 。 地 域 療 養 医 学 、 地 域 療 養 薬 学 、 地 域 療 養 生 活 看 護

学 、 地 域 リハ ビ リテ ー シ ョ ン学 、 地 域 ヘ ル ス ケ ア工 学 の

5講 座 が 開設 され 、特 任 教 員5名 とキ ャ リア支援 コー デ ィ

ネ ー ター1名 が 配 置 され た 。 そ して 、 地 域 連 携 コ ーデ ィ

ネ ー ター1名 、 保 健 師1名 、 事 務 員2名 が 常 駐 した 。 こ

の 体 制 で 、 大 学 の 関 連 部 門 と連 携 を と りな が ら、 多 職 種

連 携 在 宅 医療 、AIP社 会 実 現 の た め の 地 域 交 流 ・啓 発 な

どの 実 習 ・研 修 の 企 画 ・運 営 お よ び研 究 指 導 な ど が行 わ

れ た 。

さ らに、CHCセ ンタ ー内 に 「な ごや か暮 ら しの 保健 室 」

が設 置 され た。 こ こは、地 域 住 民 が 暮 ら しや健 康 、 医療 、

介 護 に つ い て 気 軽 に相 談 で き る場 所 で あ る と と も に、 学

生 に と って は住 民 相 談 へ の 対 応 や 交 流 イ ベ ン ト、 サ ロ ン

の 開 催 を 通 じた 学 習 の 場 で あ った 。

Ⅱ.「 な ご や か モ デ ル 」 の 成 果

「な ごや か モ デ ル 」 の 活 動 は多 岐 にわ た った が 、 こ こ

で は、 名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部 と大 学 院 看 護 学 研 究 科 の

学 生 が 履 修 した 「A:コ ミュ ニ テ ィ・ヘ ル ス ケ ア卒 前 教

育 プ ロ グ ラ ム」 お よ び 「D:コ ミュ ニ テ ィ ・ヘ ル ス ケ ア

指 導 者 養 成 コー ス 」 の 実 施 状 況 を 報 告 す る。 い ず れ も名

古 屋 市 立 大 学 ・大 学 教 育 推 進 機 構 会 議(現 ：全 学 教 育 機

構)に お い て 「学 部 ・研 究 科 横 断 型 教 育 プ ロ グ ラ ム」 と

して 承 認 され て お り、 各 科 目の 実 施 部 局 以 外 の 学 生 は、

単 位 互 換 科 目 と して 履 修 して い る。 ま た、 「A:コ ミュ

ニ テ ィ ・ヘ ル ス ケ ア卒 前 教 育 プ ロ グ ラ ム」 「D:コ ミュニ

テ ィ ・ヘ ル ス ケ ア 指 導 者 養 成 コ ー ス」 を 修 了 した学 生 に

は、 そ れ ぞ れ の 修 了 証 が 交 付 され る。

1.A： コ ミ ュニ テ ィ・ヘ ル スケ ア卒 前 教 育 プ ログ ラム

1)実 施 状 況

本プログラムの目的は、AIP社 会における医

学 ・医療の発展と向上の必要性を理解 し、医療

のプロフェッショナルとしてそれを担う使命感

と、その基盤となる多職種協働能力を持った人

材の育成である。以下の5科 目が開講され、全

ての科目を履修 した学生に修了証が交付される

(図2)。

(1)インタープロフェッショナル ・ヘルスケア論

(2単 位 ：1年 次)

本科 目は平成25年 度から開講 されている。

「医薬看連携地域参加型学習」 として教養教

育科目に位置付けられ、看護学部の必修科 目

である。医学部医学科 ・薬学部薬学科学生 と

一緒に10名前後の混成チームが形成され、各

チームが一つの地域や施設を担当して課題解決型学習が

展開された。別稿で詳細を報告する。

(2)コミュニティ・ヘルスケア論 Ｉ(2単 位、2年 次)

本科 目は平成26年 度から医学部の専門教育 として開

講され、薬学部は選択科 目、看護学部は自由科目であ

る。講義主体の科 目であり、超高齢社会の課題と地域

における保健 ・医療 ・福祉サービス、チーム医療の基礎

と実際、地域包括ケアの実際などが講義された。

看護学部の履修者は、平成26年度3名 、27年 度4名 、

28年度1名 、29年 度2名 であった。医学部の時間割の

なかで開講されるため、看護学部生は講義の録画DVD

で学習した。成績は、毎回の授業に対するレスポンスカー

ドの記載内容とグループ討議の内容で評価した。

(3)コミュニティ・ヘルスケア論Ⅱ(2単 位、3年 次)

本科 目は平成27年 度から医学部の専門教育 として開

講され、薬学部は選択科 目、看護学部は自由科目であ

る。数名で定期的に高齢者宅の家庭訪問を行い、人に

対する理解を深め、 コミュニケーションのあり方を学ぶ

ことが目的であった。また、地域における医療・福祉情

報通信技術の活用を体験するため、学生は情報共有 シ

ステムを使用 して訪問レポートを提出した。

看護学部の履修者は、平成27年 度の3名 のみであっ

た。3名 が別々に医学部チームに加わったため、訪問日

時の調整に苦労 したようであったが、規定回数の高齢者

宅訪問を実施することができた。また、訪問後のワーク

ショップにも参加 した。

(4)コミュニティ・ヘルスケア実習1(2単 位、4年 次)

本科 目は平成28年 度から医学部の専門教育 として開

講され、薬学部は選択科 目、看護学部は自由科目であ

る。地域や高齢者のニーズ把握と課題解決をテーマとし

て、保健医療福祉に関する調査、あるいは、なごやか暮

らしの保健室実習のいずれかを選択 してチームで取 り組



み、その後、履修者全員による報告会とワークショップ

を開催した。

看護学部の履修者は、平成28年 度の3名 のみであっ

た。3名 はなごやか暮らしの保健室実習を選択 し、認知

症予防をテーマとするサロンを開催 した。学生が認知症

の症状や予防方法を説明した後、参加者同士の話 し合

いの時間を設けて、認知症予防に向けた具体的な方法に

ついての意見交換を促した。また、報告会とワークショッ

プでは、医学部や薬学部の学生と一緒にAIPに おける医

療者の役割を議論した。

(5)コミュニティ・ヘルスケア実習1工(2単 位、4年 次)

本科目も平成28年 度から医学部の専門教育として開

講され、薬学部は選択科 目、看護学部は自由科目であ

る。高齢者の医療と介護に関するニーズ把握 と多職種連

携による地域包括ケアシステムの実際を学ぶことを目的

として、チーム医療体験実習、訪問診療等への同行実

習、施設型在宅医療実習を行った。

看護学部の履修者は、平成28年 度3名 、29年 度1名

であった。時間割の都合上、他学部の学生と一緒に実

施することは難 しく、平成28年 度は、看護学部独自のプ

ログラムとして、名古屋市立大学病院の栄養サポートチー

ム ・緩和ケアチーム ・退院支援カンファレンスへの参加

と救命救急センターの見学実習、みどり訪問クリニック

の訪問診療とチューリップ薬局の薬剤管理指導への同行

実習、笠寺病院の地域包括ケア病棟での見学実習を行っ

た。29年 度は、薬学部の沖縄実習プログラムに看護学

部生が参加した。琉球大学病院での薬剤部見学や沖縄

クリニカルシミュレーションセンター(救 命救急実技修

得プログラム、フィジカルアセスメント)の見学、薬局に

おける実地研修や利用患者との面談などを通 して、沖縄

の地域医療やチーム医療を学習した。28年 度も、29年

度も実習報告会を行い、チーム

医療のあり方とその中での看護

職の役割を議論した。

2)成 果と課題

平成28年 度の卒業生3名 は、上

記の5科 目10単位を修得し、卒業

式の後、学長から修了証が交付さ

れた(写 真1)。 この3名 をはじめ

とする履修学生は、看護職以外の

教員や実践家による授業に高い関

心をもち、他学部の学生との議論

や実習に意欲的に取 り組んでいた。

AIP社 会実現への取 り組みや多職

種連携を体験的に学ぶことができ

た。

しかし、2～4年 次に配当された科目の履修者が少なかっ

たことが残念である。補助事業としての 「なごやかモデル」

は平成29年 度で終了となるが、上記の科目は継続される。

履修者数を増やす工夫とともに、3～4年 次の実習で医

学部 ・薬学部との連携教育の実施を検討 していきたい。

2.D:コ ミュニティ・ヘルスケア指導者養成コース

1)実 施状況

本コースの目的は、多職種協働による在宅ケア、認知症

ケア、緩和・終末期ケア、コミュニティとの協働による地域

包括ケアのコーディネートを含む超高齢社会の多様なニー

ズに対応 し、かつ、未来医療のデザインや開発に貢献 し得

る人材の養成である。必修4科 目と選択8科 目が開講さ

れ、10単 位以上を修得 した学生に修了証が交付 される

(図3)。 看護学研究科では博士後期課程に位置付けられ

ているが、3年 以上の臨床経験を有する博士前期課程の

学生にも履修が認められている。なお、一部の科 目は名古
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屋工業大学大学院工学研究科の科目であるため、同大学

と単位互換の協定を締結した。また、キャンパスが離れて

いることや社会人学生の履修を考慮 して、Webに よる双

方向映像配信型講義サービスが導入された。そのシステム

を利用して講義内容を録画 し、DVD学 習も可能とした。

(1)地域包括ケアシステム学特論(2単 位 ・必修)

本科目は、平成26年 度から看護学研究科で開講され

ている。行政職者や地域で活躍している実践者にも講義

を依頼し、地域包括ケアシステムの要素(住 まい、生活

支援、介護、医療、予防)や 諸主体(本 人、介護者、

介護事業者、市町村、都道府県など)が 取 り組むべき

課題などの総論と、名古屋市の取 り組みや先駆的な地

域における地域包括ケアの実際が教授された。学生は、

事例を通 してサービスの在り方を議論 し、 自らの職種の

果たす役割を考えた。

看護学研究科の履修者は、平成26年 度9名 、27年 度

5名 、28年 度6名 、29年 度6名(科 目等履修生2名 を

含む)で あった。

(2)総合認知症学特論(2単 位 ・必修)

本科目は、平成26年 度から医学研究科で開講されて

いる。認知症の基礎 ・臨床の知識、治療 ・ケア介入の

実践のための手法、認知症を中心とした精神 ・神経疾

患のコフォート研究の基礎的知識と研究の実際が教授さ

れた。

看護学研究科の履修者は、平成26年 度5名 、27年 度

4名 、28年 度2名 、29年 度3名 であった。

(3)緩和 ・終末期ケア学特論(2単 位 ・必修)

本科目は、平成26年 度から医学研究科で開講されて

いる。がん患者における緩和医療 ・ケアについて、実践

的 ・包括的に教授された。

看護学研究科の履修者は、平成26年 度4名 、27年 度

4名 、28年 度3名 、29年 度3名 であった。

(4)コミュニティ・ヘルスケア実習(1単 位 ・必修)

本科目は、平成26年 度から看護学研究科で開講され

ている。多職種連携チームによる要支援事例に対する生

活支援を体験的に学ぶため、暮 らしの保健室における健

康教室の開催、在宅医療多職種連携研修会への参加、

訪問診療 ・訪問薬剤管理指導の同行実習を行った。

看護学研究科の履修者は、平成26年 度3名 、27年 度

1名 、29年 度1名 であった。暮 らしの保健室での健康

教室のテーマは、健康体操や認知症予防などであった

(写真2)。

(5)緩和・終末期ケア学演習/総 合認知症学演習

(各1単 位 ・選択)

本科目は、平成27年 度から看護学研究科で開講され

ている。在宅医療多職種連携研修会の企画段階から参

加 し、研修会当日は一人の受講者としての役割を担った。

看護学研究科の履修者は、平成27年 度の1名 のみで、

総合認知症学演習を選択 した。8月 に開催された第2

回緑区在宅医療推進多職種連携研修会に参加し、その

準備委員会と反省会にも参加 した。

(6)緩和・終末期ケア実習/認 知症ケア実習

(各2単 位 ・選択)

本科目は、平成27年 度から看護学研究科で開講され

ている。在宅診療 ・看護を受けている要介護事例に対し

て、多職種連携チームによる療養生活支援の実際を学

修した。

看護学研究科の履修者は、平成27年 度の1名 のみで、

認知症ケア実習を選択 した。訪問看護実習を行い、認

知症患者2名 に対する療養生活支援計画を立案 して実施

し、評価した。

(7)未来医療デザイン特論(2単 位 ・選択)

本科 目は、平成26年 度から医学研究科で開講されて

いる。都市型高齢社会を見据えた未来医療に求められる

健康や疾患の概念、医療 システム、各職種の役割、未

来医療の基盤技術となる生体情報モニタリング、保健・

医療・介護・生活支援ロボット、情報ネットワークの活用

などが教授された。

看護学研究科の履修者は、平成26年 度2名 、28年 度

1名 であった。

(8)医療ICT管 理学(2単 位 ・選択)

本科目は、平成26年 度から名古屋工業大学工学研究

科で開講されている。医療ICT医 工学の総論、現在の

医工学の範囲と方法論、情報通信を活用 した医療情報

システムの現況、情報セキュリティの重要性、在宅医療 ・

介護分野の多職種協働における情報共有 システム、先

進医療機器の利活用法などが教授された。

看護学研究科の履修者は、平成26年 度1名 、28年 度

1名 、29年 度1名 であった。

(9)コミュニティ創成特論(2単 位 ・選択)

本科目は、平成26年 度から名古屋工業大学工学研究



科 で 開 講 されて い る。 質 の高 いAIP社 会 実 現 に向 けた

ヘル スケ ア ・コ ミュニ テ ィの構 築 ・運 営 にお ける支 援 の

在 り方 や仕 組 みづ くりな どが教 授 された。 また、 実 践 的

課 題 解 決 演 習 によ って 、 ヘ ルス ケア ・コ ミュニテ ィにお

け る課 題 、 課 題 解 決 の手 立 て、 解 決 方 法 な どが 議 論 さ

れた。

1)文 部 科 学 省 未 来 医療 研 究 人 材 養 成 拠 点 事 業 な ご

やかモデル

https://nagoyaka-model.jp/

看 護 学 研 究 科 の履 修 者 は、 平 成26年 度2名 、28年 度

1名 、29年 度2名 であ った。

(10)臨床研究マスタープログラム(5単 位 ・選択)

本科目は薬学研究科で開講された。研究方法の修得

が目的であるため、看護学研究科の履修科目からは外 し

た。

2)成 果と課題

10単位以上を修得 し、修了証が交付された学生は3名

であり、いずれも平成27年 度看護学研究科博士前期課程

修了生であった。それぞれ看護師や保健師として活躍 して

いるが、特にそのうちの1名 は、コース修了を活かして、

在宅ケアの実践や相談業務、医療者対象の勉強会などを

主な職務としている。さらに、平成29年 度の入学生1名 も

修了を目指している。

また、本コースの科 目を履修した学生の専攻は、高齢者

看護学や地域保健看護学といった地域包括ケアシステムに

直結する領域だけではなかった。4年 間でがん看護 ・慢性

看護学、 クリティカルケア看護学、性生殖看護学 ・助産

学、看護マネジメント学、感染予防看護学、国際保健看

護学の学生が履修 した。どの領域であっても、超高齢社会

における看護を考える必要があり、本コースの履修によっ

て問題意識が高まったようである。また、医学研究科、薬

学研究科、工学研究科の学生 と一緒に学ぶことで、他の

職種の役割を知るとともに、自らの職種の役割を考え直す

きっかけとなっていた。

本コースも、履修者が少なかったことが残念である。 し

かし、臨床経験を有する看護学研究科の学生にとって、

「なごやかモデル」のような多職種連携教育は不可欠である。

補助事業終了後も、研究科横断型プログラムの位置づけや

名古屋工業大学との単位互換協定は維持され、講義科 目

の一部内容を変更し、演習 ・実習科目は統合 して開講さ

れる。予算の関係上、Webに よる双方向映像配信型講義

の実施は難しく、社会人学生の履修が困難となるが、履修

手続きや単位認定の方法を工夫 して、本コースを維持 ・発

展させていきたい。

最後に、「なごやかモデル」にご協力いただいた皆様に心

より感謝申し上げます。
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